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[ l~Htぢ}運動H寺には通常;ょ}、上に活性;鍛紫の発生が高まる。

これにJJDえて、連動トレ…ニングは安静u寺レベルにおける

外医没のがL液化物質援を減少させると'苔われているむこれ

らのことから、スポーツ説場では活性後3長への対処として

抗話変化サプリメントが一部実施されている。一方、道鎖の

脂肪抜高級アルコール類であるオクタコサノ…ル (OC)

は酸化ストレス抑制作却を持つことが近年報告され、 tA按
{ヒザブリメントとして作践を集めている。しかしながら、

oc摂.帯、が運動トレ…ニング後の抗酸化経カ及び程変化スト

レスの変動に及記す影響は明らかでないむそこで:本研究は

ocの絡む摂取が持久的トレーニング後の抗駿化能力及び

際化ストレスの変動に及{ます影響を検討した。

{方法}絞殺者Lt運動費犠のない成人男性16名 (20土2議)

で、 トレーニング;堤前中:こ10mg/自の oc欽料を毎日摂

取する群 (8名)とプラセポ (PL)飲料を怒臼摂取する者:

(8名〉に分類された。全ての被験者は6滋絡の自転車トレ}

ニニング C60%V02max、60分、 3.5図/逝)を実施した合トレー

ニング議後の安静時に血該と筋〈外側広務)を採暗殺した。

M?夜試料からは抗酸化総力結際としてスーパ・一:宇キサイド

(02角)およびヒドロキシルラジカル (HO')の消去活

性と滋元惣グルタチオン (GSH)濃度を、援を化ストレース指

標として様化 LJ)上濃度とグルタチオンの酸化遺元j主

将SSGlGSH)を制定し、第試科からは活性厳禁消去活性、

GSHおよびGSSG!GSHを溺定した。また、 トレ}ニング

訴後に ¥J02maxの測定と抗議変化 iイタミン〈ピタミン A、C、

Ji:)摂取量を分析するために3討間の食事溺ゴ去を実施したお

じ毛来} トレーニングの結果として、両鮮ともに約17%の

'~r02111ax の指先日が認められた.; ifILi夜中の緩化 LDL、 GSH、
話役椴索前去活性はトレ}ニング訴後に宥;宮、な変動はみら

れなかったが、 GSSG/GSllはトレーニング設に有窓に増

加し?と(1) <0.01)。ただし、この変動に2若手間のな慈な遠

いはみられなかったや脅格競の GS託、 HO't書去活性およ

び GSSG/GSHについては、 トレーニング前後に跨若手とも

告;設な変動は認められなかった(，しかし、 (02.万部去活

性はトレーニング後に PLt洋で有意に増加し付くO.む5)、

oc群では変化しなかった。なお、この変動には若手間に宥

~~~な迷い均等芝、められた (p く0.01)。

{総務}本研究の総来から、 oc摂取はトレ}ニング後に

おけるlfo.ri:1の坑般化能力および酸化ストレスの変動に顕著

な影響を及ぼさない可能性がぶ竣され、骨;格競においては

トνーニング後にみられる Oz'"1湾去系の適応になんらか

の影響を及ぼす可告を設が訴された合
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